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電機業界の半導体事業再編の荒波の中、筆者は 2012 年に 25 年勤務した大企業の研究開発部門

を離れ、ベンチャー企業に身を転じた。現在、所属するベンチャー企業 ExaScaler社では、今まで

考えられなかったスピードで、スーパーコンピュータの開発が行われ、その結果として理化学研

究所に設置した Shoubu（図 1）は、2015 年 6 月期から 3 期連続で、省エネルギー世界 No.1 の座

に輝くことができた。最新のランキングでは 3 位に甘んじてしまったものの、巻き返しを図るた

めに、現在、次世代機の開発に全力で取り組んでいる。 

開発しているスーパーコンピュータ ZettaScaler シリーズは、オリジナルのメニーコアプロセッ

サPEZY-SCをキーデバイスとして、液浸冷却システムESLiCと高集積サーバアーキテクチャBrick

実装（図 2）を組み合わせることによって、高性能、省電力、省スペース性を実現している。 

 

更に、次世代機 ZettaScaler-2.0 では、プロセッサの集積度を倍増し、磁界結合 TCI(Thru Chip 

Interface)技術による超高帯域のメモリバンド幅の実現、さらなる高集積化とメンテナンス性向上

を狙った新 Brick実装等の新技術の導入を計画している。 

本講演では、これら ZettaScaler の技術に関して説明する。また、今までの経験に基づいて、キ

ャリアの紹介、研究開発型ベンチャー企業で働くことに関する、働き方の今、将来への思いにつ

いても紹介する 
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